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基調講演

コロナ禍における中国のソーシャルワーク�
を踏まえた実習教育

郭　　娟・金　　潔

Ⅰ．�新型コロナウイルス感染症の予防・管理期
間における実習の実施に関する指導意見

2020年初めに、中国政府は新型コロナウイルス
のパンデミックの予防と制御のための措置を正式
に発動した。
このような状況の中、中国教育部職業教育・成
人教育司は、2020年 1 月31日に「新型コロナウイ
ルス感染症の予防と制御期間における学生の実
習・トレーニングの管理に関する通知」を発出し
た。そのなかでは、各種実習の制限、リスクアセ
スメントの実施、地域の状況に応じて実習の実施
をコントロールするとともに、学生の心理カウン
セリングの実施等についての基本方針が示された。
また、全国ソーシャルワーク専攻学位教育教学
指導委員会においては、2020年 4 月19日に「コロ
ナ禍における弾力的な修士課程のソーシャルワー
ク実習の運営に関する通知」を発出した。具体的
な方法が以下の 4つである。
①�大学院生は教員主導の対面またはオンライン
による新型コロナウイルス感染症の予防・管
理に関するソーシャルサービス、ボランティ
ア活動、オンラインによる調査研究、資料収
集、文章作成、PR活動等に参加すること。
②�大学院生は自ら積極的に地元政府部門、企業
や機関、社会組織、コミュニティによる新型

コロナウイルス感染症の予防・管理に関する
ソーシャルサービス、ボランティア活動に参
加すること。
③�大学院生は居住地域のニーズに応じて主体的
にソーシャルサービスの策定並びに展開、ボ
ランティア活動の参加、ソーシャルワークの
実践例の作成および報告すること。
④�大学院生は各地域の状況に応じてソーシャル
ワーク活動の実施またはボランティア活動に
参加すること。
この 2つの通知では、社会福祉士の養成を行う
会員校においては、4つの具体的な方法を踏まえ、
実習プログラムを創意工夫し、実施することを強
調した。特に、会員校の指導教員によりスーパー
ビジョン、実習記録・実習報告書の作成、相当の
実習時間数の確保などが例示された。

Ⅱ．コロナ禍における中国ソーシャルワーク
教育界の活動  　　　　　　　　　

1．中国ソーシャルワーク教育連盟
中国ソーシャルワーク教育連盟は迅速にコロナ
禍対応ワーキンググループを編成し、「ソーシャル
ワークサービスガイドライン」を作成し、「オンラ
インソーシャルワーク講座」を実施した。ソーシャ
ルワーカーや専門家から構成されたスーパーバイ
ザーチームは、最前線の武漢にいるソーシャルワー
カーのためにオンラインスーパービジョンを実施
し、専門的支援が必要なソーシャルワーカーたち
のサポートを行った。
さらに、コロナ禍による制限の下で、ソーシャ
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ルワークの展開はどうしたらいいのか、オンライ
ン講座で第一線にいるソーシャルワーカーをサポー
トした。

2 ．上海市ソーシャルワーカー協会
上海市ソーシャルワーカー協会は、ソーシャル
ワークサービスなど各種冊子の作成、オンライン
ボランティア募集サイトの開設、コロナ禍で活躍
する専門家とソーシャルワーカーにくわえて特色
ある機関・施設へのインタビューを実施した。さ
らに、ベテランソーシャルワーカーや大学教員な
どから構成されたオンラインサポートチームを組
織し、患者と隔離者また彼らの家族、不安な状態
にいる人、社会的弱者、貧困家庭等のサポートを
行った。

3 ．全国各地のソーシャルサービス
全国各地の支援拠点（検疫所等）では、教員学
生によるボランティア活動、心理的サポート、適
切な感染予防教育、物品運搬、体温測定等が行わ
れた。
また、華東師範大学ソーシャルワーカー公式ア
カウントサイト、復旦大学社会福祉学科卒業生サ
イトをはじめ、社会福祉施設や機関、個人も積極
的に最新の情報を収集、整理し、情報提供を行っ
た。オンラインサービスの内容は、心理的サポー
ト、健康教育、物資調達等が挙げられる。

4 ．武漢のソーシャルサービス
ロックダウン措置を実施していた武漢では、発
案者である武漢大学の郁先生の「ソーシャルワー
カー協働型オンライン寄り添う『武漢大学（ 3＋
2）モデル』」が実践された。これは 3名のボラン
ディア（医療ボランディア、心理ボランディア、
グループアシスタント）と 2名のソーシャルワー
カー 2名（コミュニティソーシャルワーカー、ソー
シャルワーカー）を 1チームとして、ICTを用い
て、地域住民に身体面のケア、心理面のケア、社
会的ケアを行った。
また、新型コロナウイルス専用病床（以下、隔

離施設）においては、医療従事者の負担軽減のた
め、ソーシャルワーカー、医療従事者、心理士、
アシスタントの 4人から構成された 1チームによ
る「ソーシャルワーカー伴走型隔離施設サポート
『 4＋ 1モデル』」が実践された。
さらに、中国ソーシャルワーク教育連盟はスー
パーバイザーを派遣し、ソーシャルワーカーの養
成校、社会福祉機関・施設のソーシャルワーカー
らと協働で、地域・部署・領域を超えた多領域横
断型連携「百人『後援団』」を立ち上げた。後援団
（支援団体）は、多様多種のソーシャルサービスを
提供した（図 1）

Ⅲ．A校のソーシャルワーク実習計画の制定
過程および主な規定  　　　　　　

2020年 3 月 9 日、本来なら授業が再開される日
だが、新型コロナウイルスの感染拡大の影響によ
り、多くの学生は大学に戻ることすらできず、従
来通りの実習を行うことが困難であった。このよ
うな状況のなか、A校は全国ソーシャルワーク専
攻学位教育教学指導委員会の通知（以下、通知）
をガイドラインとし、学部生と大学院生の実習方
法を検討する「実習対応ワーキンググループ（ 6
名）」を立ち上げ、「A校ソーシャルワーク実習計
画実施案」を作成した。同実習計画には、①実習
先の認定、②正規の手順、実習ノートの提出、統
一された評価、③スーパービジョン、④倫理と価
値規範、⑤安全の保障、実習期間の保険の購入、
の 5つが規定された。
実習に際して実習生の安全を第一に考え、専門
職養成実習の質の担保を大前提とした。そのうえ
で実習は学生の状況に応じた対面方式とオンライ
ン方式を選択できることとなった。オンライン方
式は、A校の実習先、または実習生が実施場所を
自ら選定する。対面方式は実習生の居住地で実施
することもできる。どの方式にしても、実習先と
しての条件が満たされなくてはならない。また、
通知にも示されたように、ボランティア活動の内
容が認められれば実習時間として換算することが
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できる。
実習対応ワーキンググループは、特に実習生た
ちに自分の強みをいかし、積極的にコミュニティ
活動、家族支援、社会的弱者へのサービスに関わっ
ていくように指導した。

Ⅳ．ソーシャルワーク実習指導の実習先およ
びオンライン実習事例  　　　　　

1．実習生の状況、実習先、実習方法
2020年度には学部生11名、修士課程院生41名、
計52名の実習生が全国17省市のNGO法人、病院、
社会福祉機関・施設などで実習を行った（主な実
習先はパワーポイント資料を参照）。実習生は実習
を通して、教育者、情報提供者、協力者、心理カ
ウンセラー、コミュニティ資源開発者、研究者等
の役割を担った。
実習生全員にスーパーバイザーを付けており、
スーパーバイザーは一対一で実習ノート、質疑応
答の時間を設けていた。また、実習期間中は隔週
でオンラインによるスーパービジョンを実施した。

実習先の環境適応やメンタルヘルス対策、実習
ノートの書き方、オンライングループワークの進
め方、オンライン実習の難しさなど実習生の状況
に応じた指導を行った。

2 ．オンライン実習事例
（1）�貧困家庭の子どもを対象とした「オンライン

サービス」、「オンライン学習支援」
2020年初め、上海閔行区呉泾拾星者ソーシャル
ワークセンター（以下、センター）は呉泾鎮青少
年学習援助ボランティア活動計画に沿って、オン
ライン授業を受ける貧困家庭の子どものために、
学習資料の印刷を無償で提供するとともに、感染
予防の視点から自宅まで届けるサービスを実施し
た。A校の実習生はソーシャルワーカーとともに、
コミュニティの担当者からサービスを必要とする
家庭を把握したうえで、資料の印刷、送付作業を
行った。
センターは海外にいる中国人留学生と協力し、
小学生を対象とした「オンライン英会話」を実施
した。また青年団委員会とも協力し、「オンライン

図1 　俯瞰図
注：https://www.thepaper.cn/newsDetail_forward_6552640
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学習支援」学生援助活動を展開した。A校の実習
生はソーシャルワーカーの指導の下で、付近の高
校を活用するとともに、ネットで中国人留学生を
募集し、英会話を学びたい小学生に繋ぎ、社会資
源の調整を行った。「オンライン学習支援」におい
ても、地域のニーズを把握し、社会資源の開発、
調整を意欲的に取り組んでいた1）。

（2）�「伴走併走」心理社会的支援活動（2020年上
海市におけるコロナ禍に立ち向かうソーシャ
ルワークの優秀取り組み事例）

医療ソーシャルワーカーはA校の実習生の協力
の下、患者の心理状態の評価、及びサポートを行っ
た。実習生は心理サービスホットライン（専用の
オンラインツール）を活用した。これによって患
者の心理的ニーズの理解や、支援する機会が増え
た。
医療ソーシャルワーカーとA校の実習生は「心
理的ケアチーム」として、長期間に帰宅できない
看護師などの医療従事者らにアートプラッター、
泥人形などのリラックスグッズを提供し、ストレ
スフルな環境にいる医療従事者らをサポートし、
ケアする人のケアを行った2）。
以上の 2 点は直接的な支援効果だけではなく、
コロナ禍において業務が増え、感染や疲弊により
困難が生じた医療従事者やソーシャルワーカーの
専門職実践を可能ならしめるという効果もあった。

Ⅴ．振り返り

「全国ソーシャルワーク専攻学位教育教学指導委
員会」の通知がソーシャルワーク実習のガイドラ
インとなり、実習の方向性が明確になった。
地域のニーズに応じて、社会資源を活用するこ
とはオンラインでも可能な実践であり、コロナ禍
の実習でも実施することができた。
ただしコロナ禍における実習は多様なリスクが
あり、実習生の安全を第一に考え、心理的フォ
ロー、スーパービジョンを実施するとともに、実
習の質の担保を念頭に置いた。

ソーシャルワークはソーシャルサービスを提供
するとともに社会的責任を果たしていく。具体的
に行えた実習は、前期に情報提供、情緒的サポー
ト、中・後期にコミュニティサービス、対象者別
サポート、グリーフケア、コロナ禍後に就職・復
職支援、家庭支援、グリーフケアなどであった。
今回は緊急の状況であり、オンライン実習先の
スーパーバイザーも対応に追われていた。A校の
実習指導教員と実習先のスーパーバイザーの連絡
が頻繫に取ることができず、オンライン実習プロ
グラムも十分な準備期間がないなかで作ったため、
振り返るとオンライン実習プログラムには改善で
きる点が散見された。今後は今回の実習プログラ
ムを精査し、よりよいものに改善をしていきたい。

注
1 ）	上海閔行区呉泾拾星者ソーシャルワークセン
ター事務総長，華東師範大学ソーシャルワーク
実習スーパーバイザー肖慶氏による情報提供。

2）	上海交通大学医学院付属第九人民医院ソーシャ
ルワーカー，華東師範大学ソーシャルワーク実
習スーパーバイザー孫振軍による情報提供。
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